
松
下　

幸
春

西
嶋　

浩
司

下
田　

敬
二

原
田　

寿
男

安
達　

健
二

金
子　

孝
昭

横
田　

康
幸

林　
　

洋
蔵

亀
浦
不
二
夫

山
辺　
　

嶷

金
子　

正
寛

山
並　

邦
康

山
本　

壽
敏

（（（（（（（（（（（（（
本
渡
地
区

牛
深
地
区

新
和
地
区

五
和
地
区

苓
北
地
区

苓
北
地
区

河
浦
地
区

河
浦
地
区

大
矢
野
地
区

松
島
地
区

有
明
地
区

倉
岳
地
区

栖
本
地
区

）））））））））））））

優
秀
賞　

八
代
支
所

◆
共
済
事
業
総
合
の
部

優
秀
賞　

上
益
城
支
所

◆
任
意
共
済
事
業
の
部

優
秀
賞　

菊
池
支
所

◆
必
須
共
済
事
業
の
部

第
７
号
議
案

水
稲
病
虫
害
の
共
済
事
故
除
外
の
一
部
地

域
指
定
取
消
し
に
つ
い
て

宇
土
市
、熊
本
市（
旧
富
合
町
及
び
旧
城

南
町
の
区
域
に
限
る
）、宇
城
市
小
川
町

（
大
字
不
知
火
の
区
域
を
除
く
）、上
益
城

郡
益
城
町
、八
代
市（
旧
八
代
市
の
区
域

に
限
る
）の
区
域
指
定
取
消
し

（
平
成
27
年
産
水
稲
か
ら
適
用
）

第
８
号
議
案

損
金
計
上
に
つ
い
て

水
稲
未
収
共
済
掛
金
等
４
９
５
、１
４
１
円

第
９
号
議
案

平
成
26
年
度
借
入
金
の
限
度
に
つ
い
て

70
億
円

第
10
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
、役
員
の
定
数

変
更
、銀
行
名
称
の
変
更
、総
代
選
挙
の
投

票
所
の
変
更
、総
代
の
選
挙
区
の
変
更
、役

員
選
任
規
程
の
地
域
・
推
薦
員
数
の
変
更

（
平
成
27
年
度
か
ら
施
行
）

第
11
号
議
案

共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

農
機
具
損
害
共
済
の
共
済
目
的
機
種
の

変
更
、家
畜
共
済
金
支
払
の
免
責
の
変

更
、畑
作
物
共
済
の
申
込
期
限
及
び
共
済

掛
金
の
払
込
期
限
の
変
更
、農
機
具
損
害

共
済
の
復
旧
義
務
の
一
部
追
加

第
12
号
議
案

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

獣
医
師
手
当
の
変
更
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
）

附
帯
決
議

農
業
共
済  

特
別
功
労
者
表
彰
名
簿

代表：笠野年久氏（阿蘇南部支所管内）

　

総
代
・
理
事
・
事
業
推

進
委
員
・
共
済
部
長
・
損

害
評
価
会
小
部
会
委
員
・

損
害
評
価
員
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
79
名
の
方
々

を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

藤
本　

一
雄

峯　
　

敬
止

阿
蘇
南
部
支
所
管
内

小
田
原
敏
昭

阿
蘇
北
部
支
所
管
内

藤
井
今
朝
春

田
代
洋
一
郎

家
入　

年
也

酒
井　

幸
徳

阿
蘇
中
部
支
所
管
内

荒
木　

生
夫

石
本　

秀
明

桑
野　

幸
春

上
原　
　

厚

緒
方　

勝
美

後
藤　

龍
璽

実
田　

宣
勝

園
田
進
一
郎

菊
池
支
所
管
内

永
田　

定
教

宮
田　

裕
二

中
島　

廣
海

池
田　

透
留

平
山　

弘
量

松
本　

主
税

鹿
本
支
所
管
内

坂
西　
　

勲

中
尾　

安
男

石
原
二
千
郎

徳
永　

範
昭

柴
尾　

成
仁

玉
名
支
所
管
内（（ （ （（（（ （（（（（（（（ （（（（（（ （（（（（

西
原
地
区

白
水
地
区

小
国
地
区

一
の
宮
地
区

黒
川
地
区

尾
ヶ
石
地
区

産
山
地
区

菊
池
地
区

七
城
地
区

大
津
地
区

菊
陽
地
区

合
志
地
区

合
志
地
区

泗
水
地
区

西
合
志
地
区

山
鹿
地
区

山
鹿
地
区

山
鹿
地
区

山
鹿
地
区

植
木
地
区

植
木
地
区

玉
名
地
区

横
島
地
区

和
水
地
区

長
洲
地
区

荒
尾
地
区

）） ） ）））） ）））））））） ）））））） ）））））

松
本　

幸
哉

宇
都
宮
優
治

藤
本　

正
彦

山
下　

幹
雄

中
嶌　

道
治

米
村　

孝
之

中
川　

政
司

宇
城
支
所
管
内

松
村　

光
男

南　
　

邦
彦

坂
口　

頼
康

宮
崎　

幸
一

甲
斐　
　

誠

熊
本
市
支
所
管
内

（（（（（（（ （（（（（
宇
土
地
区

宇
土
地
区

松
橋
地
区

小
川
地
区

中
央
地
区

中
央
地
区

砥
用
地
区

東
部
地
区

河
内
地
区

河
内
地
区

飽
田
地
区

天
明
地
区

））））））） ）））））

松
本　

高
男

松
本　

貞
雄

天
草
支
所
管
内

西
村　

幸
助

野
中　
　

進

福
田　

正
之

寺
岡
ト
シ
子

川
邊　

久
喜

中
村　

直
人

球
磨
支
所
管
内

木
場　

泰
男

山
田　

政
昭

大
崎　

修
一

福
山　

誠
一

芦
北
支
所
管
内

村
上　

順
一

中
川　

継
幸

山
口　

敏
明

元
島　

武
芳

井
本　
　

隆

前
田　

達
男

園
上　
　

豊

八
代
支
所
管
内

坂
田　

一
一

小
林　

敬
博

福
嶋　

郁
夫

宮
本　

誠
也

井
手　
　

久

梅
田　

洋
生

上
益
城
支
所
管
内

笠
野　

年
久

岡
本　

和
雄

興
梠　

鈴
生

（（ （（（（（（ （（（（ （（（（（（（ （（（（（（ （（（
本
渡
地
区

本
渡
地
区

あ
さ
ぎ
り
地
区

あ
さ
ぎ
り
地
区

あ
さ
ぎ
り
地
区

湯
前
地
区

相
良
地
区

山
江
地
区

水
俣
地
区

田
浦
地
区

芦
北
地
区

津
奈
木
地
区

八
代
地
区

八
代
地
区

坂
本
地
区

鏡

地

区

坂
本
地
区

東
陽
地
区

東
陽
地
区

御
船
地
区

嘉
島
地
区

益
城
地
区

甲
佐
地
区

矢
部
地
区

清
和
地
区

長
陽
地
区

高
森
地
区

蘇
陽
地
区

）） ）））））） ）））） ））））））） ）））））） ）））

熊
本
県
表
彰

「
信
頼
の
き
ず
な
」

未
来
を
拓
く
運
動

（
敬
称
略
）
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通
常
総
代
会
に

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案

平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
に
つ
い
て

総
共
済
金
額
１
０
、６
９
７
億
円

総
支
払
共
済
金
27
億
円

業
務
経
費
総
額
25
億
円

第
２
号
議
案

平
成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予

算
の
設
定
に
つ
い
て

目
標
総
共
済
金
額
９
、５
４
３
億
円

業
務
経
費
予
算
額
26
億
円

第
３
号
議
案

事
務
費
賦
課
金
の
徴
収
額
及
び
徴
収
方
法

に
つ
い
て

水
稲
10
㌃
当
り
２
０
０
円
、麦
10
㌃
当
り

１
５
０
円
、家
畜（
牛
・
馬
）１
万
円
当
り

１
０
０
円
、果
樹
１
万
円
当
り
60
円
、大

豆
10
㌃
当
り
１
１
０
円
、園
芸
施
設
１
万

円
当
り
30
円

（
前
年
度
同
額
）

第
４
号
議
案

役
員
、支
所
事
業
推
進
委
員
会
委
員
、損
害

評
価
会
委
員
、損
害
評
価
会
小
部
会
委
員
及

び
共
済
部
長
等
の
報
酬
に
つ
い
て

役
員
２
、２
２
６
万
円
、支
所
事
業
推
進

委
員
会
委
員
７
２
９
万
円
、損
害
評
価
会

委
員
14
万
円
、損
害
評
価
会
小
部
会
委
員

７
７
２
万
円
、共
済
部
長
６
、１
０
８
万
円

第
５
号
議
案

平
成
26
年
度
農
作
物
、畑
作
物
共
済
無
事
戻

し
金
及
び
奨
励
金
支
払
に
つ
い
て

水
稲
１
１
、０
７
３
万
円
、

麦
１
、８
９
５
万
円
、大
豆
５
５
２
万
円

第
６
号
議
案

農
作
物
・
家
畜
及
び
園
芸
施
設
共
済
危
険
段

階
基
準
共
済
掛
金
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

第第
1515
回
通
常
総
代
会
開
催

回
通
常
総
代
会
開
催

　

平
成
26
年
６
月
21
日
午
前
10
時
よ
り
熊
本
市
南
区
城
南
町
「
火
の
君
文
化
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、第
15
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、熊
本
県
知
事
、熊
本
県
議
会
議
長
を
迎
え
、総
代
２
８
９
名（
書
面
議
決
１
２
５
名

を
含
む
）の
出
席
が
あ
り
、提
出
さ
れ
た
12
議
案
は
、全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
先
立
ち
、農
業
共
済

特
別
功
労
者
表
彰
で
は
、南
阿
蘇

村（
長
陽
地
区
）の
笠
野
年
久
氏

が
代
表
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
組
合
長
は「
昨
年
は
、

農
作
物
共
済
の
水
稲
で
、ウ
ン
カ

等
の
病
虫
害
、山
間
部
で
は
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
獣
害
が
発
生
し
ま
し

た
。雪
害
で
の
牛
舎
の
崩
壊
に
よ

る
家
畜
の
死
亡
や
園
芸
施
設
本

体
の
倒
壊
や
被
覆
物
等
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で

は
迅
速
、適
正
な
損
害
評
価
に
努

め
、共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努

め
た
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
よ
う
な

自
然
災
害
が
多
発
す
る
中
、Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
の
果
た
す
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。当
組
合
で
は

将
来
を
見
据
え
、継
続
的
か
つ
安

定
的
な
事
業
運
営
を
し
、Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
く
た
め
、組
織
の
強
化
計
画
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。本
年

度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、事
務

処
理
の
本
所
集
中
化
の
推
進
、庭

先
活
動
の
強
化
・
充
実
を
図
り
農

家
支
援
に
努
め
て
い
き
ま
す
。ま

た
、建
物
共
済
の
引
受
け
で
は
、加

入
資
格
の
適
正
化
に
つ
い
て
、国
・

県
の
指
導
の
も
と
、改
善
に
向
け

て
努
力
し
て
い
ま
す
。当
組
合
で

は
、各
事
業
の
完
全
引
受
や
農
家

満
足
の
た
め
に
、職
員
の
意
識
改

革
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
」と
挨
拶
。

　

そ
の
後
、多
良
木
町
の
松
下
眞

一
郎
総
代
を
議
長
に
選
任
し
、平

成
25
年
度
決
算
報
告
を
は
じ
め

全
12
議
案
を
審
議
。提
出
さ
れ
た

議
案
全
て
が
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

組
合
で
は
、更
な
る
農
家
満
足

度
ア
ッ
プ
の
た
め
、承
認
い
た
だ
い

た
計
画
に
基
づ
き
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
事
業
推
進
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

議長の
松下眞一郎総代(多良木町)

挨拶する
佐々木博幸組合長

全12議案可決承認
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発
情
の
徴
候

　

発
情
徴
候
の
代
表
的
な
も
の
は

次
の
通
り
で
す
。

①
よ
く
鳴
く

②
後
ろ
に
立
つ
と
よ
く
振
り
返
る

③
陰
部
が
ふ
く
ら
ん
で
い
る

④
粘
液
が
出
て
い
る

⑤
牛
に
乗
り
か
か
る

⑥
牛
に
乗
ら
れ
て
も
逃
げ
な
い

　

こ
れ
ら
の
項
目
の
中
で
最
も
有

力
情
報
と
な
る
の
は
、④
粘
液
が

出
る（
伸
び
る
ほ
ど
よ
い
）と
⑥
牛

に
乗
ら
れ
て
も
逃
げ
な
い
事
で
す
。

　

種
付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　

発
情
開
始
か
ら
半
日
後
、
つ
ま

り
、朝
み
つ
け
た
ら
夕
方
。夕
方
み

つ
け
た
ら
翌
日
の
朝
。
こ
れ
が
最

も
一
般
的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。

　

し
か
し
、発
情
徴
候
が
微
妙
な

牛
（
特
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
）
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に

は
、発
見
か
ら
６
時
間
後
に
も
う

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
、徴
候

が
薄
れ
て
き
た
ら
種
付
け
時
で
す
。

逆
に
牛
が
ソ
ワ
ソ
ワ
し
だ
す
な
ど

徴
候
が
強
く
な
れ
ば
、
も
う
６
時

間
後
が
種
付
け
時
で
す
。

　

排
卵
し
た
よ
う
に
思
え
て
も
受

胎
す
る
こ
と
（
出
血
後
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
）
が
あ
る
た
め
、種
付

け
は
慌
て
る
必
要
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

種
付
け
あ
と
の

　
　
　
　

長
い
発
情

　

発
情
徴
候
が
３
日
以
上
続
き

「
種
付
け
し
た
の
に
お
か
し
い
」

と
思
わ
れ
た
経
験
が
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

こ
れ
は
、卵
胞
が
排
卵
せ
ず
に

発
情
の
ホ
ル
モ
ン
が
出
続
け
て
い

る
た
め
で
す
。

　

気
に
な
る
方
は
排
卵
促
進
の
薬

も
あ
り
ま
す
の
で
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

の
獣
医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

次
の
発
情
は

　
　
　
　

出
血+

18
日

　

出
血
は
発
情
終
了
２
〜
３
日
後

に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、次

の
発
情
は
出
血
か
ら
18
日
後
と
考

え
ら
れ
、注
意
す
べ
き
日
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

　

妊
娠
の
確
認

　

妊
娠
鑑
定
の
方
法
と
し
て
は

①
胎
膜
ス
リ
ッ
プ
法
と
②
超
音
波

検
査
が
現
在
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

①
胎
膜
ス
リ
ッ
プ
法
は
、妊
娠

子
宮
角
の
膨
満
に
よ
り
、子
宮
角

の
非
対
称
が
確
認
さ
れ
や
す
い
種

付
け
後
40
日
頃
か
ら
実
施
。②
超

音
波
検
査
は
種
付
け
後
28
日
頃
か

ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

超
音
波
検
査
は
そ
の
実
施
の
早

さ
と
正
確
性
か
ら
、便
利
な
手
段

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、28

日
時
点
で
妊
娠
が
確
認
さ
れ
て
も

胚
死
滅
の
問
題
が
あ
る
た
め
、安

心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

胚
死
滅
の
発
生
頻
度
は
、種
付

け
後
30
〜
60
日
が
最
も
高
く
15
％

60
〜
90
日
が
６
％
、90
〜
１
２
０

日
が
３
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、早
期
に
鑑
定
し
た
後
に

心
配
で
あ
れ
ば
、
も
う
１
度
90
日

頃
に
鑑
定
す
る
と
確
実
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

妊
娠
鑑
定
も
済
み
、妊
娠
し
て

い
る
は
ず
な
の
に
粘
液
が
出
て

「
発
情
か
な
？
」
と
思
わ
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、妊
娠
後
に
子
宮
の
中

に
異
物
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に

子
宮
の
入
り
口
に
粘
液
の
バ
リ
ア

を
張
る
と
き
に
出
て
き
た
も
の
で

す
（
と
て
も
粘
っ
こ
い
）。

　

粘
液
＝
発
情
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

夏
は
種
付
け
の
大
敵

　

種
付
け
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
が
、気
づ
け
ば
種
付
け
の
大
敵

夏
で
す
。暑
く
て
種
付
き
が
悪
く

な
り
ま
す
が
、暑
熱
対
策
を
早
め

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
獣

医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診療所だより

家畜診療所菊池支所
　 獣医師本  嵩史

今回は
「
　　　　 」
　 について
種付け
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台
風
の
事
前
対
策

　

台
風
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、支
柱
立
て
、枝
葉
の
結

束
、棚
の
固
定
、破
風
ネ
ッ
ト
の
展

張
、施
設
の
点
検
と
補
強
。温
州
ミ

カ
ン
園
で
の
シ
ー
ト
マ
ル
チ
の
補
強

等
、直
前
の
準
備
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。そ
の
た
め
、事
前
に
可
能

な
限
り
の
応
急
的
な
対
策
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
風
ネ
ッ
ト
の
点
検

　

防
風
ネ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
園
で
は
、ネ
ッ
ト
が
一
部
破
損
し

て
い
た
り
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と

効
果
が
低
下
し
ま
す（
写
真
１
）。

　

事
前
に
点
検
し
て
補
修
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
棚
面
の
補
強
と
破
風
ネ
ッ
ト

　

ナ
シ
等
の
棚
栽
培
で
は
、強
風
に

よ
り
棚
面
全
体
が
揺
れ
て
落
果
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。風
で
棚
面
が

上
下
に
揺
れ
な
い
よ
う
に
補
強
す

る
と
落
果
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

既
に
補
強
棚
を
設
置
済
み
の
園

で
も
、今
一
度
点
検
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

更
に
、園
内
に
破
風
ネ
ッ
ト
を

設
置
す
る
と
落
果
軽
減
効
果
が

高
く
な
り
ま
す（
図
１
）。

◆
シ
ー
ト
マ
ル
チ
の
補
強（
図
２
）

　

温
州
ミ
カ
ン
の
シ
ー
ト
マ
ル
チ
栽

培
で
は
、マ
ル
チ
の
破
損
は
地
面
と

の
隙
間
や
主
幹
部
分
の
マ
ル
チ
同

士
の
隙
間
か
ら
風
が
侵
入
し
て
被

害
が
拡
大
し
ま
す
。

　

台
風
襲
来
前
に
は
、重
し
等
で

押
さ
え
を
し
っ
か
り
す
る
と
と
も

に
、風
が
侵
入
す
る
隙
間
を
無
く

す
必
要
が
あ
り
ま
す（
写
真
２
）。

　

な
お
、台
風
が
直
撃
し
て
耐
え

ら
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
、マ
ル
チ
を
巻
き
上
げ
て
結
束
す

る
か
、撤
去
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
対
策

◆
集
排
水
溝・側
溝
の
点
検・整
備

　

台
風
襲
来
時
に
も
集
中
豪
雨

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
と
同
じ
く
集
排
水

溝
や
側
溝
の
点
検
・
整
備
を
行
い

園
外
か
ら
雨
水
が
侵
入
し
な
い

よ
う
に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

◆
果
実
の
品
質
保
持

　

温
州
ミ
カ
ン
の
シ
ー
ト
マ
ル
チ
栽

培
で
は
、品
質
保
持
の
た
め
雨
水

が
シ
ー
ト
内
に
侵
入
し
な
い
よ
う

株
元
ま
で
し
っ
か
り
被
覆
す
る
と

と
も
に
排
水
対
策
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う（
写
真
２
）。

　

台
風
襲
来
時
の

　
　
　

病
害
虫
防
除

　

強
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
、カ
ン

キ
ツ
の
か
い
よ
う
病
、黒
点
病
、ナ

シ
の
黒
星
病
、モ
モ
の
せ
ん
孔
細
菌

病
、カ
キ
の
炭
そ
病
等
、発
生
が
助

長
さ
れ
る
病
害
の
防
除
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、台
風
襲
来
後
に
は
、カ
メ

ム
シ
類
が
急
増
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

北
園 

邦
弥

果
樹
の
台
風
対
策
に
つ
い
て

果
樹
の
台
風
対
策
に
つ
い
て

　

梅
雨
が
明
け
る
と
い
よ
い
よ
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

台
風
に
伴
う
強
風
や
集
中
豪
雨
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
軽
減
で
き
る

よ
う
に
早
め
の
準
備
が
重
要
で
す
。

　

こ
こ
何
年
も
大
き
な
台
風
被
害
は
な
い
た
め
油
断
し
が
ち
で
す
が

今
年
は
大
き
な
台
風
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て

必
要
な
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（写真2）株元までマルチした状態

（写真1）防風ネットを整備した「太秋」園

破風ネット破風ネット

必要に応じてアンカーや
ラセン杭等で引き下げるラセン杭等で引き下げる

支柱の下端は受け石等で支柱の下端は受け石等で
上下の揺れ防止に努める上下の揺れ防止に努める

棚面の揺れ防止には支柱の棚面の揺れ防止には支柱の
設置間隔が狭いほど効果が高い設置間隔が狭いほど効果が高い

破風ネット

必要に応じてアンカーや
ラセン杭等で引き下げる

支柱の下端は受け石等で
上下の揺れ防止に努める

棚面の揺れ防止には支柱の
設置間隔が狭いほど効果が高い

図1  パイプの補強、破風ネット

土嚢とひもによって補強する土嚢とひもによって補強する土嚢とひもによって補強する

マルチの合わせ部も
パッカーでしっかり固定

鉄杭を打ち込み直管が
浮き上がらないよう
結束・固定する

堆肥袋による押さえ

図2  直管の活用、杭による直管の押さえ、ひも、土のう等によるシートの押さえ
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①
父
、妻
の
３
人
家
族

②
ト
マ
ト
33
㌃
、水
稲
２
２
０
㌃

①
両
親
、妻
、子
供
１
人
の
５
人
家
族

②
水
稲
６
㌶
、ハ
ウ
ス
10
㌃
、ナ
シ

20
㌃
、野
菜
１
６
０
㌃

①
祖
父
母
、両
親
の
５
人
家
族

②
肥
育
牛
１
２
０
頭
、繁
殖
牛
50

頭
、サ
ツ
マ
イ
モ
２
０
０
㌃

ひとくちメモひとくちメモ

取扱金融
機関

7 HINOKUNI

就
農
し
て
32
年
に
な
り
ま
す
。

昔
は
、
今
の
よ
う
に
耕
作
放
棄

地
が
無
く
、
自
分
の
土
地
で
し
か

作
付
け
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
閑
暇
期
は
建
設
現
場

等
に
仕
事
へ
行
き
、
そ
こ
で
様
々
な

機
械
の
運
転
技
術
を
習
得
し
ま
し

た
ね
。

「
技
術
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き

る
」
昔
の
経
験
が
現
代
の
農
業
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
前
に
息
子
も
就
農
し
ま
し

た
が
、私
か
ら
特
別
指
導
は
し
て
い

ま
せ
ん
。私
自
身
今
で
も
日
々
農

業
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
る
の
で

息
子
に
も
自
分
で
考
え
、
先
を
見

据
え
た
農
業
を
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
。

高
校
や
東
京
の
大
学
で
畜
産
・

農
業
を
学
ん
だ
後
就
農
し
、
６
年

目
に
な
り
ま
す
。

以
前
、
あ
か
牛
は
経
営
的
に
苦

し
か
っ
た
で
す
が「
良
さ
を
守
り

後
世
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
、
就
農
前
か
ら
畜
産
以
外
の

仕
事
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。今

で
は
、
あ
か
牛
の
美
味
し
さ

が
認
め
ら
れ
、
人
気
も
高
く
嬉
し

い
で
す
。畜
産
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、理
想
で
あ
る
生
産
・
販

売
の
基
盤
が
し
っ
か
り
し
た
農
家

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
夫
婦
一
緒
に
で
き
る
農
業
が

し
た
い
」
と
経
営
主
体
を
水
稲
か

ら
ト
マ
ト
栽
培
へ
移
し
て
27
年
に

な
り
ま
す
。

農
薬
や
化
学
肥
料
を
な
る
べ
く

使
わ
ず
、
安
心
・
安
全
な
ト
マ
ト

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
24
年
７
月
の
九
州
集
中

豪
雨
の
時
は
、
ハ
ウ
ス
が
浸
水
し

泥
も
20
セ
ン
チ
溜
ま
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
10
日
が
か
り
で
撤
去
し
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
旅
行
で
す
。
収
穫
が
終

わ
っ
た
ら
、
毎
年
夫
婦
で
旅
行
す

る
の
が
楽
し
み
で
、
今
年
は
東
北

旅
行
を
計
画
中
で
す
。

先
を
見
据
え
た
農
業
を

夫
婦
一
緒
に

あ
か
牛
を
後
に
残
し
た
い

内う
ち
だ田 

浩ひ
ろ
あ
き明

さ
ん（
54
）

村む
ら
か
み上 

利と
し
ひ
ろ博

さ
ん（
63
）•

久く
み美

さ
ん（
58
）

林は
や
し
だ田 

和か
ず
ひ
ろ大

さ
ん（
26
）

毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容

HINOKUNI 6

①
祖
父
母
、両
親
、妻
、子
供
４
人
の

10
人
家
族

②
乳
用
牛
１
０
０
頭（
う
ち
搾
乳

65
頭
）、肉
用
牛
６
頭

①
祖
父
母
、両
親
、妻
、子
供
２
人
の

８
人
家
族

②
水
稲
１
３
０
㌃
、サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ
ギ

２
３
０
㌃
、イ
チ
ゴ
17
㌃
、野
菜
30
㌃

①
両
親
、妻
、子
供
３
人
の
７
人
家
族

②
ス
イ
カ
１
２
０
㌃
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

60
㌃

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に参ります。

上記以外の全国の金融機関からの振替もできます。
詳しくは、お近くのＮＯＳＡＩへお尋ねください。

　暑さに体が慣れていない梅雨明け直後に、
農作業中の熱中症事故が多発しています。
　熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避
けること」が大切です。

○農業協同組合（JA）　　　○肥後銀行
○ゆうちょ銀行（郵便局）　○信用金庫
○熊本銀行（旧熊本ファミリー銀行）

共済掛金は、口座振替でお願いします！
口座振替のお申し込み手続きは、お電話いただければ
担当者がご説明に参ります

ひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモN O S A I

農作業中の
熱中症に注意しましょう！

取扱金融
機関
取扱金融
機関
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自
分
が
後
継
者
に
な
ろ
う
と

高
校
卒
業
後
、北
海
道
の
農
業
専
門

学
校
を
経
て
就
農
９
年
目
で
す
。

今
年
の
２
月
に
新
し
い
畜
舎
が
完

成
。作
業
時
間
の
効
率
化
、
短
縮

を
図
り
、
品
質
と
乳
量
ア
ッ
プ
を

目
指
し
ま
す
。

農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
大
変

で
す
が
、
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ

た
乳
用
牛
品
評
会
の
オ
ー
ル
九
州

共
進
会
で
丹
精
込
め
て
育
て
た
育

成
牛
が
ジ
ュニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

受
賞
し
た
時
は
や
り
が
い
と
喜
び

を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
搾
乳
頭
数
を
１
０
０

頭
へ
規
模
拡
大
、
経
営
を
向
上
安

定
さ
せ
、休
日
を
作
っ
て
家
族
旅
行

に
行
く
事
が
目
標
で
す
。

昔
か
ら
農
業
が
大
好
き
で
、
東

京
の
農
業
者
大
学
校
を
卒
業
後

22
歳
で
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
、サ
ラ
ダ
タ
マ
ネ
ギ
を
中

心
に
米
・
イ
チ
ゴ
を
栽
培
。良
質
な

も
の
を
作
る
た
め
、
丁
寧
な
仕
事

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

町
を
楽
し
く
し
、
盛
り
上
げ
て

い
く
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
、
農

業
以
外
に
も
町
の
婚
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
特
技
の
料
理
を
活
か
し
レ

ス
ト
ラ
ン
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

も
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
今
以
上
に
経
営
を
強

化
し
、
２
人
の
子
供
に
農
業
を
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら「
農
業
を

し
た
い
」
と
言
え
る
環
境
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
社
を
退
職
後
、
家
の
農
業

を
継
い
で
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

農
業
を
継
い
で
日
が
浅
い
た
め

周
り
の
人
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な

が
ら
基
本
を
大
切
に
農
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
社
員
時
代
は
、
地
元
を
離
れ

接
客
を
し
て
い
た
の
で
、就
農
当
初

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
大

変
で
し
た
。し
か
し
、
大
阪
に
行
っ

た
時
、私
の
ス
イ
カ
が
販
売
さ
れ
て

い
る
の
を
見
て
、
需
要
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
、就
農
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

今
後
、
施
設
更
新
や
規
模
拡
大

を
考
え
て
い
ま
す
。こ
ち
ら
も
初

め
て
の
事
な
の
で
、
周
り
の
人
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

更
な
る
品
質
と
乳
量
ア
ッ
プ

農
業
を
し
た
い
環
境
作
り

需
要
を
実
感

大だ
い
お
う王 

隆た
か
ゆ
き幸

さ
ん（
30
）

高た
か
み
ね峰 

裕ゆ
う
す
け介

さ
ん（
41
）

永な
が
ま
つ松 

祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん（
44
）
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天草市役所
有明支所

島原湾

上津浦
郵便局

ザ・マスターズ
天草コース

サンタ
マリア館

道の駅有明
リップルランド

天
草
５
号
橋
か
ら
松
島
有
明
道
路
に
乗
り

出
口
を
右
折
す
る
と
す
ぐ
に
「
道
の
駅
有
明

リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」が
あ
り
ま
す
。

有
明
海
に
面
し
、
海
の
向
こ
う
に
雲
仙
を
望

む
大
変
景
色
の
良
い
道
の
駅
で
す
。海
水
浴
場

や
温
泉
施
設
、
地
ダ
コ
を
使
っ
た
タ
コ
料
理
な

ど
を
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
ず
目
を
引
く
の
が
リ
ア

ル
な
「
あ
り
あ
け
タ
コ
入
道
」

と
か
わ
い
ら
し
い
「
祈
り
ダ

コ
」の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。

　

国
道
３
２
４
号
線
の
有
明

区
間
は
通
称
「
あ
り
あ
け
タ

コ
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
タ
コ

の
町
で
す
。

　

受
験
生
に
人
気
の
オ
ク
ト

パ
ス
（
置
く
と
パ
ス
）
ス
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
も
物
産
館
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
長
５
５
５
ｍ
の「
四
郎
ヶ

浜
ビ
ー
チ
」
が
あ
り
、
今
年
は

６
月
７
日
に
海
開
き
が
行
わ

れ
、
夏
場
は
毎
年
多
く
の
海
水

浴
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
遊
具
が
あ
る
ち
び
っ
こ
広

場
。天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
文

化
の
貴
重
な
資
料
が
展
示
し

て
あ
る
サ
ン
タ
マ
リ
ア
館
も

あ
り
、
夏
場
ば
か
り
で
は
な

く
一
年
中
楽
し
め
る
道
の
駅

と
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
い
が
い
っ
ぱ
い

山鹿市

石村 葵さん（10歳）
い し む ら あおい

わたしの家族
わ
た
し
の
家
族
は
、
７
人
家

族
で
す
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、

毎
日
、
牛
の
世
話
を
し
て
い
ま

す
。私
も
、
学
校
が
休
み
の
時

に
は
、
牛
舎
で
牛
の
世
話
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

今
年
も
田
植
え
を
し
ま
し

た
。お
兄
ち
ゃ
ん
と
弟
の
３
人

で
田
植
え
の
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
が
、
最
後
に
は
、
泥
遊

び
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
部
活
で
、
週
末
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
行
っ

て
、
試
合
に
出
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

わ
た
し
は
将
来
、
お
母
さ
ん

が
、
昔
や
っ
て
い
た
看
護
師
さ

ん
に
な
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
の

役
に
た
つ
よ
う
な
事
を
や
っ

て
み
た
い
で
す
。

天草市

道
の
駅
有
明

  

リ
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド

［写真 左から］
おかあさん
おにいちゃん
おとうと
わたし

おとうさん

加代子 さん（33歳）
涼馬 くん（13 歳）
航太 くん（9歳）
葵 さん（10 歳）
大輔 さん（33歳）

 か 　 よ 　 こ  

りょう　 ま     

こ う 　 た

あおい

だ い  す け

［撮影時ご不在
でした］

ひいおじいちゃん

おじいちゃん

季明 さん（94歳）

洋輔 さん（62 歳）

すえ  あ き  

よ う  す け  
    

HINOKUNI9

状態に応じて高価買取
お気軽にお問い合せ下さい

共済部長さん

紹介コーナー


